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国

語

の

母

音

同

化

春

日

政

治

母
音
同
化
と
は
、

言
語
の
音
声
変
化
の

一
つ
で
あ

っ
て
、

一
語
の

中
の
或

母

音

が

そ
れ
に
隣
接
す
る

(前
後
を
問
わ
な
い
)
他

の
母

音

に
調
子
を
合

せ
て
変
化
す
る
現
象
を
い
う
。

ウ
ラ
ル
　
ア
ル
タ
イ

語
族

の
言
語
の
う
ち
に
は
、
母

音
藷
調
と
い
う
性
質
の
あ
る
こ
と
を

特
徴
と
し
て
い
て
、

一
語
の
中
の
母
音
を
同

一
母
音
若
し
く
は
同
性

母
音
で
そ
ろ
え
る
癖
が
あ
る
。
日
本
語
に
も
上
代
に
於
て
、

こ
の
性

質

に
近
い
傾
向
の
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
学
者
に
よ
っ
て
相
当
観
察

さ
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
こ

ゝ
に
い
う
母
音
同
化
と
は
、
全
く
同

一

母
音

に
そ
ろ
え
る
こ
と
だ
け
を
指
す
の
で
あ

っ
て
、

か
の
母
音
譜
調

よ
り
も

一
層
単
純
化
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
。

国
語
の
こ
の

性
質

は
、
上
代
か
ら
相
当
け
ぎ
ゃ
か
に
見
え
る
が
、
今
日
ま
で
も
も

ち
続

け
て
来
た
と
言

っ
て
よ
い
。

自
分
は
先
ず
奈
良
朝
の
古
典
を
読

ん
で
、
こ
の
事
に
興
味
を
も
ち
初
め
た
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、

一
同

一
母
音
を
そ
ろ
え
て
成
立
つ
語
彙
の
多
い
こ
と
、

ニ
語

の
音
声

変
化

を
す
る
際
そ
の
中
の
或

母

音

に
引
か
れ
る
事
実

の
多

い
こ
と

の
二
つ
は
、
何
人
も
気
附
く
所
で
あ
ろ
う
。

爾
来
広
く

一
般

の
文
献

に
つ
い
て
、
常
に
こ
の
事
に
注
意
し
て
、

そ
の
都
度
覚
書
を
し
て
来

た
の
で
あ

っ
て
、

多
少
は
書
い
た
り
話
し
た
り
し
た
こ

と

も

あ

る

が
、
今
こ
の
覚
書
に
い
さ

ゝ
か
順
序
を
立
て
分
類
を
試
み
た
の
が
こ

の
小
稿
で
あ
る
。
切
に
識
者
の
教
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

こ
と
わ

っ
て
置
く
が
、
こ
の
記
述
で
は
、
所
謂
上
代
特
殊
仮
名
遣

に
よ
る
音
の
差
別
に
は
触
れ
な
い
。

触
れ
な
い
で
も
、
こ
の
論
は
お

の
ず
か
ら
そ
れ
ら
を
も
包
摂
し
て
、

さ
し

た
る
錯
誤
に
は
陥
ら
な
い

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

一

 

第

一
、

国
語

の
語

彙

に
は

同

一
母

音

を

そ

ろ

え

た
も

の

の
多

い
こ

と

。
先

ず

原

始
言

語

と

見

る

べ
き

感

動

詞

に
、

ア
ヤ

・
ア

ナ

・
ア

ハ

レ
な

ど

い

い
、

擬

音

・
擬

態

の
語

に

コ
ヲ

ロ
コ
ヲ

ロ

・
カ

ワ
ラ

・
サ

ワ
サ

ワ

(
以
上
擬

音
)
ト

ヲ

ヲ
ト

ヲ

ヲ

・
ス
ブ

ス
ブ

・
ス
ク

ス
ク

・
ナ

マ
ナ

マ

(
以
上
擬

態
)
な

ど

が
古

典

に
見

え

る
。

名

詞

に

至

っ
て

は

、

コ
ト

・
モ
ノ

・

ト

コ

ロ

・

コ

コ

ロ
、

ヤ

マ

・

カ

バ
か

ら

イ

シ
・

ミ



チ

、

ア

ヤ

・

ニ

シ
キ

は

た

コ

ロ
モ

・

ハ
ヵ

マ
な

ど

挙

げ

る

に
暇

が

な

く

、

地

名

に
も

オ

ノ・
ゴ

ロ
島

・
イ
チ

キ

島

・
サ

ガ

ラ

カ

(
相
楽

)

な

ど

よ
く

も

母

音

を

そ

ろ

え

た
も

の

で

あ

る

。

(
以

L

は

古

事

記

に
見

え

る
例

)
更

に
動

詞

や
形

容

詞

の
語

幹

(
実

質

部

)

を

見

る
と

、

ア

ヵ

ル

・
シ
キ

ル

・
ツ

ク

ル

・

オ

ソ

ル

・
カ

カ

ヤ
ク

・
オ

ド

ロ
ク

・

ヨ

ロ

コ
ブ

・

ワ
ダ

カ

マ
ル

・

ト

ド

コ
ホ

ル

.

さ

て

は

ア

マ

シ

・
イ

ミ

ジ

・
ク

ス

シ

・
オ

モ

シ

・

ア

タ

ラ

シ

・
ウ

ツ

ク

シ
の
類

は
相

当

の
数

に
上

る

。

副

詞

に

は

マ
タ

・

ハ
タ

・

マ
サ

ニ

・
サ

ラ

ニ

・
コ
ト

ニ

・

ヤ
ガ

テ

・
モ
ト

モ

・

コ
ト

ゴ

ト

・
ホ
ト

ホ

ト

・
ナ

カ

ナ

カ

・

ハ
ナ

ハ

ダ

・

カ

ナ

ラ

ズ

な

ど
が

あ

り

、

尚

古

い
接

頭

辞

に

は

ト

ヨ

(豊

)

・

ト

コ

(
常

)

・

ニ
ギ

(
和

)

・
ウ
ヅ

(
珍

)

．

ニ
ヒ

(新

)

・

モ

ロ

(
諸

)

な

ど
が

あ

っ
て

、

体

忌
.口
修

飾

に
も

こ

の

種

同

母

音

語

が

栄

え

た

こ

と

が

わ

か

る
。

更

に

こ

の
母

音

同

化

語

の

中

に

は

、

二
様

の
形

を

も

つ
も

の

も

あ

る
。

ア

ナ

(
感
動
詞

)
　

オ

ノ
、

タ

ナ
グ

モ

ル
　

ト

ノ

グ

モ

ル
」

ハ
ダ

ラ
　

ホ

ド

ロ
、

タ

ワ

ワ
　

ト

ヲ

ヲ

、

ワ

ナ
ナ

ク
　

ヲ

ノ

ノ

ク

な

ど

が

こ

れ

で
あ

っ
て

、

こ

の

場

合

も

そ

の

一
部

の
音

が

変

る

の

で

な

く

て

、

全

部

が

一
様

に
同

化

し

て
変

る

の

が

、

こ

の
特

性

で

あ

る
。

古

今

集

に

コ

コ

ロ
を

ケ

ケ

レ
と

い

っ
た
例

が

あ

る

が
、

甲
斐

歌

と

し

て

あ

る
か

ら

、
方

言

的

に
見

る

べ
き

も

の

で

あ

ろ

う

。

以

ヒ

の
如

き
国

語

の
語

彙

は
、

他

国

語

の
そ

れ

に
比

し

て

著

し

く

多

い

よ
う

で

あ

っ
て
、

国

語

の
母

音

を

そ

ろ

え

る

こ

と

の
強

い
現

わ

れ

で

あ

る
と

言

っ
て

よ

い
。

勿

論

こ

れ

ら

の

う

ち

に
は

そ

の
発

生

の

経

路

の
考

え
ら

れ

る

も

の

が

あ

っ

て
、

言

葉

の
動

き

と

も

い
う

べ
き

も

の
を

見

得

る
。

例

え

ば
前

掲

の
語

の
う

ち

、
か

の

バ
カ

マ
は

ハ
ク

モ

(
穿
く
裳
)

、

コ

ロ
モ

は

キ

ル

モ

(
著
る
裳

)

で
あ

る

と
、

早

ぐ

よ

り

い

わ

れ

た
が

、

フ

ス

マ

を

「
臥

す
裳

」

と
考

え

ら

れ

る

の

と
合

せ

て
、

一
説

と

し

て
取

り

得

る
も

の

で
あ

る
。

即

ち

ハ
ヵ

マ
は
頭

の

母

音

に
同

化

し

、

コ

ロ
モ

は
尾

の
母

音

に
同

化

し

た

も

の

と

見

る

と
、

順

行

同

化

、
逆

行

同

化

の
好

適

な
型

に

な

る
。

か

く

て
、
第

二
、

合

成

語

を

な
す

時

の
変

音

を

見

な

く

て
は

な

ら

な

い
。

古

典

か

ら

の
.例

で
あ

る

が

、

ア

マ
ツ

カ

ミ

ア

メ

(
天
)

ヨ

モ

ツ

シ

コ
メ

ヨ
ミ

(
夜
見

)

ヲ

ト

ツ

ハ
タ

テ

オ

チ

(
遠
)

の

三

つ
は

共

に
同

一
型

の
合

成

語

で

あ

る

が

、

み

な
下

の
語

(
単

独

に
呼

ば

れ

る
形

)

の
変

音

で

あ

っ
て
、

そ

の
際

に
皆

頭

の
母

音

に
同

化

し

た

も

の
で

あ

る
。

万

葉

集

に

「
我

が

大

君

」

の

ワ
ガ

を
仮

名

書

き

に

ワ
ゴ

(
和
期

)

と
書

い
た

の

が
、

十

一
ヵ
所

に

見

え

る
が

、

こ

れ

は
助

詞

ガ

が
後

続

の

オ

ホ

と

い

う

オ

母

音

に

引

か

れ

た

の

で

あ

っ

て
、

所

謂

逆

行

同

化

で
あ

る
。

こ

の
語

の

こ
れ

ほ

ど
頻

用

さ

れ

て

い

る

の
を

見

る
と

、

万

葉

時
代

に
は

已

に
熟

語

と

な

っ
て

、

世

間

普

通

の
語

形

で
あ

っ
た
ら

し

い
。

ツ

キ

ヨ
　

ツ

ク

ヨ
、

ク

キ

ダ

チ
　

　
ク

ク
ダ

チ

、

ク

チ

ワ
　

ク

ヅ

ワ
、

コ
ト

ド

マ
　

コ
ト

ド

モ



り

、
オ

イ
ヅ

ク
　

オ

ヨ
ヅ

ク

、
ヨ
モ

ヤ

モ
　

ヨ
モ

ヤ

マ
な

ど
は

、

こ

ゝ
に
出

る

べ
き

椀

で

あ

ろ

う

。

今

ヲ

ト

ト

ヒ
と

い

う

語

は

、

語

源

的

に

ヲ

チ

ツ

ヒ

(遠

つ
日
)

の
義

で

あ

る

が

、

万

葉

集

に

は

ヲ

ト

ツ

ヒ
と

な

っ
て

い

て

、

チ

が

上

の

ヲ

の

オ
母

音

に
引

か

れ

て

ト

と

な

っ
た

の

み

で

あ

る

の

に
、

平

安

朝

の

ヲ

ト

ト

ビ
は
更

に

ツ
が

同
化

し

た
も

の

で

あ

っ
て

、

時

代

的

に
漸

次

同

化

し

て

い

っ
た

跡

が

わ

か

る
。

叉

フ
ト

コ

ロ

(
懐

)
は

、

奈

良

朝

の
末

の
も

の

と
見

え

る

小
川

本

華

厳

音
義

に
は

フ

ツ

ク

ロ
と

あ

り

、

下

っ
て
名

義

抄

に

フ
ッ

コ

ロ

と

フ
ト

コ

ロ
と

が

あ

り

、
更

に
今

日
俗

に

ホ

ト

コ

ロ
と

い
う

。

か

く

て

こ

の
語

は
先

ず

ク
が

コ
と

な

り

、

次

に

ツ

が

ト

と

な

り

、

更

に

フ

が

ホ

と
な

っ
た
段

階

を
歴

て

い
る

こ

と

が

わ

か

る
。

ヲ

ト

ト

ヒ
は
順

行

同

化

、

ホ

ト

コ

ロ
は
逆

行

同

化

の

よ

い
例

で
あ

る

。

因

み

に
右

の
例

と

し

て

引

か

る

べ
き

に
似

た

カ

ナ

モ

ノ

・
サ

ヵ
ヅ

キ

・
カ

ザ

ム
キ

・

ナ

ハ
シ

ロ
な

ど

の
語

は

こ

れ

を
避

け

た

い

の
で

あ

る
。

こ
れ

ら

は
12
一の

ア
母

音

の
影

響

で

ア
列

音

に
変

っ
た
も

の
だ

と

も

見

ら

れ

る
が

、

イ

ナ

ボ

・
フ
ナ

ビ

ト

・
ス
ガ

ゴ

モ

・
シ
ラ
ギ

ク

.

コ
ワ

,ー
ロ

の
類

の
語

も

多

く

あ

っ
て

、

上

の
母

音

に
関

係

な

く

ア
列

音

に
変

っ
て

い
る
。

テ

(
手

)

が

タ

モ
ト

・
タ

ム
ダ

ク

な

ど

の

語

を

作

り

、

メ

(
目

)

が

マ
ブ

タ

・

マ
ド

ロ
ム
な

ど

の
語

を
作

る

の
も
同

じ

で
あ

っ
て

、

上

の
語

末

を
等

し

く

ア
母

音

に
変

ず

る

も

の

で

あ

る

。

こ

れ
ら

の
事

柄

を
総

合

す

る
と

、

ア
母

音

は
語

を
接

続

融

合

さ

せ
る

一
種

の
音

で
あ

っ
た

よ

う

に
考

え

ら

れ
か

ら

で
あ

る
。

後

の
類

を
前
の
類
の
類
推
か
ら
来
て
い
る
と
も
言
わ
れ
よ
う
が
、
次
に
述
べ

る
条
の
自
動
詞
を
他
動
詞
に
、
他
動
詞
を
自
動
詞
に
変
造
し
、
動
詞

の
継
続
形
を
作
り
、
並
び
に
動
詞
を
形
容
詞
化
す
る
場
合
に
も
、
主

と
し
て
ア
母
盲
の
力
を
借
る
点
な
ど
を
考
え

る
と
、

前
例
の
ア
列
音

化
は
軽
卒

に
は
免
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

三

 

第

三

、
語

詞

の
分

化

に

よ

る
変

音

。

先

ず

動

詞

の
自
他

対

応

の
出

来

方

に
注

意

す

る

。

(
甲

)
自

動

詞

に

ス
を

つ
け

て
他

動

詞

を

作

る
際

は

、

そ

の
語

幹

末

を
変

じ

て

ア
母

音

と

す

る

の
が

通

則

で

あ

っ
て

、

即

ち

「
ア
す

」

と
変

る

の
で

あ

る

。

ウ

ゴ

ク
　

ウ

ゴ

カ

ス
、

チ

ル
　

チ

ラ

ス
、

ツ

ヒ

ユ
　

ツ

ヒ
ヤ

ス

の
如

く

で
あ

る
。

し

か

る

に

オ

ク
　

オ

コ

ス
、

オ

ヅ
　

オ

ド

ス
、

ト

ヨ
ム
　

ト

ヨ
モ

ス
、

ト

ド

ロ
ク
　

ト

ド

ロ

ユ
ス

の
如

く

「
オ

す

」

と

な

る

一
類

が

あ

る
が

、

こ

れ

は

上

の
オ

列

音

に
同

化

さ

れ

て

い

る

こ
と

が

明

ら

か

で

あ

る
。

こ

の
同

化

は
崇

敬

の

ス
を

取

る
際

も
同

じ

で

あ

っ
て

、

古
典

に

「
織

う

す

」

と

い
う

形

が

見

え
、

オ

モ
ホ

ス
な

ど

は
常

の

こ

と

で

あ

る
。

「
聞

こ

す

」

・
「
知

ろ
す

」
な

ど
少

数

の
例

外

は

、

多

き

に

類

推

し

た
用

法

で

あ

ろ

う

。

次

に

注

意

す

べ
き

は

、

ウ

ル

ポ

ス

・
ス
ゴ

ス

・
ク

ル
ホ

ス

等

の
如

く

上

の
ウ

母

音

の
も

の
も

、

同

じ

く

オ
母

音

に

な

る

こ

と

で



あ

る
。

こ

れ

ら

は

通

則

の

ア
母

音

が

ウ
母

膏

の
為

に
動

い

て

、

ア

と

ウ

と

の
中

聞

母

音

オ

を

取

っ
た

の

で

あ

っ
て

、

亦

一
種

の
同

化

で

あ

る

。

只

完

全

な

も

の
で

は

な

く

、
半

同
化

若

し

く

は
同

性

同

化

と

も

い
う

べ
き

も

の
で

あ

る
。

又

一
種

特

殊

な

の

は
、
ス
グ
　

ス
グ

ス
、

ツ

ク
　

ツ

ク

ス

、

フ

ル
　

ト

フ

ル

ス
、

ユ

ル
　

ユ
ル

ス

な

ど

で

あ

る
が

、

こ

れ

ら

の

「
ウ

る
」

は

上

の

ウ
母

音

の
為

で

あ

っ
て

、

亦

完

全

な

同

化

で

あ

る

。

(
乙

)

次

に
他

動

詞

の
語

幹

末

を

変

じ

ル

を
附

し

て

自

動

詞

を
作

る

型

が

あ

る
。

そ

れ

は

カ

フ
　

カ

ハ
ル
、

ス

ツ
　

ス
タ

ル

、

ト

グ
　

ト

ガ

ル

、

ト

ド

ム
　

ト

ド

マ
ル
な

ど

の

如
く

、

語

幹

末

を

「
ア
る
」

に

し

て

亦

ア
母

音

に
変

わ

る

の
が

通

則

で
あ

る
。

し
か

る

に

こ

れ

に

も
例

は
少

い
が

、

オ

ク
　

オ

コ
ル

、

ノ

ゾ

ク
　

ノ
ゾ

コ
ル

、

ト

ト

ノ

フ
　

ト

ト

ノ

ホ

ル

な

ど
が

あ

っ
て

、

上

の
音

に
同

、
=

化

し

て

オ

母

音

を

取

る

の

で
あ

る

。

こ

れ

に

も

ツ

ム
　

ツ

モ

ル

、

ク

ク

ム
　

ク

ク

モ

ル

の
如

き

、

半

同

化

の
も

の
が

あ

る

。

(
丙

)
動

詞

の
所

謂

継

続

形

を

つ

く

る

に

は

、

チ

ラ

フ
・

ナ

ゲ

カ

フ

・
ヨ
パ

フ

・

マ
ジ

ラ

フ

の
如

く

、

亦

そ

の
語

幹

末

を

「
ア

ふ
」

に

変

じ

て

、

ア
母

音

を

取

る

の
が

通

則

で

あ

る

の

に

、

こ

れ

に

も

オ

ト

ル
　

オ

ト

ロ
フ
、

ヨ
ソ

フ
　

ヨ
ソ

ホ

フ
、

ヨ

ロ
ブ
　

ヨ

ロ
ボ

フ

、

モ
ト

ホ

ル
　

モ
ト

ホ

ロ

フ
な

ど

の
同

化

形

が

あ

り

、

ウ

ツ

ロ

フ

・
カ

ク

ロ
フ

・
ス

ス

ロ
フ

・
ツ

ク

ロ
フ
の
如

く

、

ウ
母

音

を

受

け

た
半

同

化
形

も

あ

る

。

キ

シ

ロ
フ

の
如

き

は
多

き

例

に
類

推

し

た

も

の

と

見

る
方

が

よ

い
で

あ

ろ
う

。

(
丁

)
動

詞

よ

り

転

ず

る

形

容

詞

の

形

。

で

の

型

は
動

詞

の
語

尾

の

母

音

を

ア
に
変

じ

、

形

容

詞

語

尾

を

つ
け

る

の

で

、

「
ア

し
」

と

な

る

の
が
通

則

で

あ

る

。

イ

タ

マ

シ

・
ネ

ガ

ハ

シ

・
ホ

コ
ラ

シ
な

ど

の
例

を

あ

げ

る

ま

で

も

な

い
が

、

亦

オ

ソ

ロ

シ

・
タ

ノ

モ

シ

・
ヨ
ソ

ホ

シ
、
古

く

は

イ

キ

ド

ホ

ロ
シ

・
ヨ

ロ
コ
ボ

シ
な

ど

の
オ

母

音

に
同

化

し

た
類

が

相

当

に

あ

る

。

ク

ル

ホ

シ
な

ど

の
半

同

化

も

僅

か

に
あ

り

、

コ
ヒ

シ

・
ワ

ビ

シ

・
サ

ビ

シ

・
サ
ブ

シ

・

イ

ツ
ク

シ
な

ど

は
例

外

の
奇

形

で
あ

る
。

附

け

た

り

と

し

て

、

ラ

カ

・
ヤ

カ
を

語

末

に
も

つ
情

態

言

も

、

上

に
来

る
母

音

に
よ

っ
て

、

オ

ホ

ロ
カ

・
マ
リ

リ

カ

・
ユ
ル

ル

カ

・

ニ

コ

ヨ

カ

・
フ
ク

ヨ
カ
な

ど

変

る

の
も

同

じ
原

理

で

あ

る

。

第

四

、

同

語

根

の
対

応

語

。

同

語

根

か

ら
分

化

し

た
語

の

同

属
性

を
有

す

る

語

同

志

は

、

互

に
母

音

の
同

化

を

以

て
相

対

応

す

る

こ

と

が

あ

る

。

カ

マ
　

コ
モ
、

サ

バ
　

シ
ビ

、

サ

ハ

ラ
　

シ

ヒ

ラ

、

ス
ズ

メ
　

サ

ザ

キ
　

シ

ジ

ミ

の
如

き

が

こ

れ

で

あ

る
。

又

同

語

根

か

ら
出

て

、

種

々

の

語

に
分

化

し

て

ゆ
く

も

の

で

、
同

化

母

音

を
取

る

こ

と
が

あ

る

。

ク

チ

(
口
)
か

ら
出

て

、

コ
ト

(言

)
カ

タ

ル

(
語
)

、

フ
チ

(
縁

)
か

ら
出

て

、

ハ
タ

(端

)

ポ

ト

リ

(
辺

)
、

カ

ツ

(打
）

か

ら
.出

て

、

オ

ト

(
音
)

ア
タ

ル

(
当

)
と

な

る
如

き

、

ハ
サ

ム
　

ヒ

シ
グ
　

ホ

ソ

シ
　

ホ

ソ
グ

(
フ
セ
グ

の
古
形
)
な

ど

も

、

亦

母

音

同

化

で
種

々

の
語

を
分

化

し

ゆ

く

一
例

で

あ

る
。

こ



の
事
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
語
彙
雑
考

(
国
語
学
第
十
七
輯
)
で
述

べ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
詳
細
は
そ
れ
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

四

第

五

、

俗
語

に
於

け

る
託

音

。

矯

正

さ

れ

る

こ

と

も

な

く

自

由

奔

放

に

発
音

し

て

い

る
社

会

の

口

の
動

き
方

ほ

ど

、

無

垢

に

そ

の
特

性

を
露

出

す

る

も

の
は

な

い
。

そ

れ

は
俗

語

と

か
方

言

と

か

い
う

も

の

に
求

め

る
が
最

も

よ

い

。

泥

酔

し

た
情

態

を

ヘ
ベ

レ

ケ
と

い

い
、

貧

小

な

形

容

を

ミ

ミ

ッ
チ

イ

と

い

っ
た

り

、

ツ

ゴ

モ
リ

を

ッ
グ

ム

ル

、

ヒ

ス
テ

リ

ー

を

ヘ

ス
テ

レ
と

い

っ
た
り

、

フ

ス
ベ

(
黒

子

)

を

ホ

ソ

ビ

、

キ

リ
ギ

リ

ス
を

コ

ロ
コ

ロ

シ
と

い

っ
た
り

す

る

の
に

、

い
か

に

母

音

同

化

の
力

の
動

い

て

い

る
か

を
見

る

で

あ

ろ

う

。

現

代

国

語

の

こ

の
方

面

に

つ

い

て

は
書

い
た

人

も

あ

り

、

誰

も

常

に
接

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
か

ら

、

自

由

の
観

察

に

お
任

せ
し

て

、

こ

ゝ
に

は
古

代

に

於

け

る

方

言

の
例

を

述

べ

て

こ

れ

に
代

え

る

こ

と

に
す

る
。

万

葉

集

に

於

け

る
東

歌

・
防

人

歌

に

は

こ

の
種

の

も

の

を

見

出

し
得

る
。

タ

チ

コ

モ
ノ

(
鴨

)

サ

ユ
ル

(
百

合
)

ア
ヲ

グ

ム
(
雲
)

タ

タ

ミ
ケ

メ

(
薦

)

ツ

ク

(
月

)

ク

フ

シ

(
恋
し
)

ヨ

ソ

ル

(
寄

ス
に
対
す

る
自
動

)

な

ど

は

、

明

か

に
同

化

性

の
見

え

る

も

の

で

あ

る
。

已

述

の
如

く

古

今

集

の

甲
斐

歌

に

は

、

ケ
ケ
レ
ナ
ク

(心
な
く
)

と
い
う
語
が
見
え
て
、
正
常
の
語
に
は
最

も
少

い
エ
列
音

の
同
化
語

の
例
を
見
せ
て
い
る
の
は
興
味
深

い
も
の
で
あ
る
。

万
葉
集
に
は
我
が
九
州
に
於
け
る
け
ざ
や
か
な
託
音
を

求
め
る
こ

と
は
難

い
。

そ
れ
故
自
分
は
こ
ゝ
に
集
に
見
え
る
九
州
の
地
名
に
つ

い
て
、
そ
の
俗
説
音

の
こ
と
を
言

っ
て
見
た

い
。

そ
の

一
つ
は
杵
島

岳
の
歌
で
あ
る
。
肥
前
風
土
記
に
よ
る
と
、

あ
ら
れ
ふ
る

杵
島
の
岳
を

さ
が
し

み
と

草
と
り
か
ね
て

妹
が
手
を
と
る

(
原
文
真
仮
名
)

と
い
う
歌
を
、

地
方
の
男
女
の
杵
島
岳
に
登
望
遊
楽
す
る
際
う
た
う

き
し
ま
ぶ
り

も

の

で

あ

る

と

し

、

そ

の
下

に

「
是

杵

島

曲

」

・.」
い
う

註

の
あ

る

の

を
見

て

も

、

も

と

地

方

歌

で

あ

っ
た

と
見

る

べ
き

で

あ

る
。

然

る

に

集

に

は

、

仙

柘

枝

歌

三
首

の
中

に

霰

ふ
り

吉

志

美

が

た

け

を

険

し

み
と

草

と

り

か

な

わ

妹

が

手

を

と

る

と

あ

る
。

こ

れ

は

、
柘

枝

の
作

に

紛

れ

入

っ
た

ら

し

い
が

、

も

と

風

土

記

の

そ

れ

と
同

一
歌

で

あ

る

こ

と

は
争

わ

れ
な

い
。
そ

う
す

る

と

、

キ

シ
ミ
は

も

と

キ

シ

マ
で

な

く

て

は

な

ら

な

い

が

、

こ

れ

は

キ

シ

マ
の
上

二
音

が

イ
母

音

で

あ

る

の
で

、

マ
が

同

化

し

た

の
で

は

な

い

か

と

思

う

。

こ

の
歌

は
中

に

ト

リ

カ

ナ

ワ

な

ど

い
う

託

り

ら

し

い
も

の
が

あ

っ
て

、

地

方

人

の
無

意

識

に
俗

音

の

ま

ゝ
言

い
伝

え

て

い
た

の
が

、
書

き

残

さ

れ

た
も

の

で

は

な

い
か

と
考

え

ら

れ

る

。

こ

れ

も



俗

説

音

の
例

で

は

な

か

ろ

う

か

。

次

に
豊

前

に
香

春

と

い
う

地
名

が

あ

る
。

風

土

記

に

は

鹿
春

と
も

あ

り

、
字

面

上

カ

ハ
ル
と

読

ま

る

べ
き

で

あ

り

、

集

に

は

豊

国

の

加

波

流

は

我

家

紐

の
児

に

い

つ

が

り

を

れ

ば

革

流

は
我

家

と

あ

る
か

ら

、

古

く

カ

ハ
ル

と
言

わ

れ

た

こ
と

は

動

か

な

い
。

然

る

・
に

今

は

カ

ハ
ラ

と
呼

ば

れ

る

。

こ

れ

は

上

に

ア
母

音

が

二

つ

つ

ゴ

く

の

で

、

下

の

ル

が

同

化

し

て

ラ

と

な

っ
た

と
見

る

べ

き

で

あ

る

。

思

う

に

九

州

で

「
原

」

を

ハ
ル

と

い
う

こ

と

は

、

周

く
知

ら

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

っ
て

、

古

く
言

っ
た

カ

ハ
ル

の

ハ
ル
は

「
原

」

と

同

一

義

で

あ

っ
た

か

も

知

れ

な

い

の
に

、

今

パ

ラ

に

変

っ

て

九

州

の

「
原

」

の
義

を
亡

っ
て

い
る

こ

と
は

、

一
種

の
皮

肉

で

も

あ

る

が

、

こ

れ

は
近

代

人

の
母

音

同

化

で

あ

る
。

今

一
つ
集

の
巻

十

五

の
有

名

な
遣

新

羅

使

の
船

中

の
歌

に
次

の
詠

が

あ

る
。

可

之

布

江

に

た
つ

鳴

き

わ

た

る

志

賀

の
浦

に

お
き

つ
白

浪

立

ち

し

く

ら

し

も

こ

の

カ

シ

フ

エ
が

、

今

の
香

椎

浦

を
指

し

て

い
る

こ

と

は

、

志

賀
浦

に
対

し

て

い
る

の

で
も

明

か

で

、

た

し

か

に
古

名

を

残

し

た

も

の

で

あ

る

。

カ

シ
フ

は

「
樫

生

」

で
あ

り

、

応

神

記

の
国

栖

の

歌

に

「
加

志

能

布

」
と

あ

る

の
と

同

義

で

、

樫

の
木

原

の

こ
と

で

あ

る
。

然

る

に
記

に

は

「
詞

志

比

」

と

あ
り

、
紀

に

は

「
橿

日

」

と

あ

り

、

集

に

は

「
香

椎

」

と

あ

っ
て

、

己

に

カ

シ

ヒ
に

な

っ
て

い
る

。

思

う

に

こ

れ

は
古

い
カ

シ
フ

の

フ
が

シ
の
影

響

で

ヒ
と

同

化

し

た

形

で

あ

っ
て

、

一
種

の
託

音

で

あ

る

と

自

分

は
信

ず

る
。

少

く

も

カ

シ

フ

の

方

が

意

味

が

よ
く

通

ず

る
。

書

紀

が

橿

に
連

想

を

も

っ
た

だ

け

は
正

し
か

っ
た
。

樫
が

椎

に

か

わ

る
な

ど

も

笑

話

め

い
た

こ

と

で

あ

る
。

以

上

は

地
名

が

地

方

人

の

口

に

よ

っ
て

変

る

の

に
、

母

音

同

化

の

山

●
木
綿

山

・
壱
岐

な

ど

が

あ

る
が

、

地

名

に

は

こ

の
種

の
も

の
が

か

な

り
豊

富

に

あ

っ
て

、

意

味

の
わ

か

ら

な

い
も

の
が

多

い
。

第

六

、
外

来

語

の
国

音

化

。

国

語

は
語

の
中

に
子

音

だ

け

単

独

に

入

る

の

を
許

さ
ず

、

必

ず

母

音

を
伴

う
特

質

を

も

っ
て

い
る

、
他

の

語

で

い

え

ば

、

す

べ

て
開

音

節

か

ら
成

立

っ
て

い

る
言

語

で

あ

る
。

そ

れ
故

単

独

な
子

音

を

発
音

す

る

こ
と

は
、

日

本

人

に

は
不

得

手

で

あ

る
。

我
が

国

に
輸

入

さ

れ

た
漢

語

(
漢

字

音

)

に

は
、

語

末

に
子

音

を

以

て
終

る

も

の

が

あ

る
、

か

の
擾

音

と

か

入

声

と
か

い
う
も

の

が

こ

れ

で

あ

っ
て

、

そ

れ

ら

は

国

語

音

で

は
皆

母

音

を
も

た

せ
て

、

古

く

か

ら

ム

(
m
)

・
二

(
n
)
・

ウ
又

は

イ

(
D
)
・
プ

(
P
)

。

チ
叉

は

ッ

(
t

)

・
ク
叉

は

キ

(
k

)

を

入

れ

る

の

を
通

則

と

し

て

、

読

書

音

に
も

用

い
た
。

し

か

る

に
こ

の
語

尾

が

そ

の
通

則

に

は

ず

れ

る

こ

と
が

屡

々

あ

る

、

そ

う

し

て

そ

れ

は

母

音

同

化

に

よ

る

こ

と
が

亦
通

則

の

よ

う

に
見

え

る
。

力
に

よ

っ
た
列

で

あ

る
。
集

に
出

た

九

州

の
地
名

で
母

音

同

化

の
も

の
に

は
、
安

良

津

・
能

許
島

・
也

良

崎

・
引
,津

・
可

也

山

・
大

野



ハ
ヵ

セ

(
博
士

)

シ

ユ

ジ
ャ
カ

(
朱
雀

)

グ

イ

ト

コ

(
大
徳

)

セ
ウ

ソ

コ

(
消

息

)

ト

ウ

シ

ミ

(
燈
心
)

な

と

を

見

れ
ば

、

こ

の
こ

と
が

明

か

で

あ

ろ

う
。

博

士

の
士

が

セ
と

な

っ
た

の
は

、

や

は
り

上

の

ハ
カ

に

引
か

れ

て

、

中

間

の

工
母

音

に

な

っ
た

も

の
で

あ

ろ

う

。

ス
ゴ

ロ
ク

(
双

六
)

と

い
う

語

は

、

そ

の

物

と

共

に

、
相

当
早

く

伝

わ

っ
て

い

る
が

、

古

く

は

ス
グ

ロ
ク
と

い

っ
た

。

グ

は

双
字

の
音

尾

9

の
原

音

に
近

く

発
音

さ

れ

た

古

形

で
あ

る
が

、

双
字

の
音

は

ア
母

音

に

し

て

サ

グ

と

い

っ
た
方

が

近

い

の

に

、

ス
と

な

っ
た

の
は

、

や

は
り

グ

の
母

音

に

引

か

れ

た

ら

し

い
。

後

の

ス
ゴ

ロ
ク

は

更

に
グ

が

ロ
に

引

か

れ

た

も

の
で

、

か

ゝ
る
所

に

も

同

化

の
力

は
行

わ

れ

て

い
る

。

欧

米

語

の
子

音

の
単

独

に
入

る

こ

と

は

、

言

う

ま

で

も

な

い

の

で

、

亦

我

等

に

は

そ

の
発
音

が

困

難

で

あ

る
。

そ

れ
も

語

学

と

し

て

学

習

し

た
も

の

は

、

比
較

的
原

音

に

近

く

摸

倣

さ

れ

る
が

、

通

俗

人

は

こ

れ
を

ま

ね

る

の
に

、

自

然

母

音

を

伴

わ

せ

る

の
で

あ

っ
て

、

そ

の
際

は
不

思

議

に
語

中

の
母

音

而

も

隣

接

す

る
母

音

を

入

れ

る

こ
と

が

普

通

に
行

わ

れ

る

癖

で

あ

る
、

を

ガ

ラ

ス
と

い

い
、

を

イ

ン

キ

と

い
う

の

は
そ

れ

で

あ

り

、

を

イ
ギ

リ

ス
と

い

う

の
も

そ

れ

で

あ

る
。

を

ア

フ
リ

カ

と

い
う

の
は

原
音

に

・

近

い
が

、

古

く

ア

ヒ
リ

カ
と

い

っ
た

の

は
f

に
隣

の
ー

を
補

っ
た

か

ら

で

あ

る

。

初

め

て

来

た
宗

教

語

を

民

衆

が

ま

ね
た

時

に
、

こ

の
事

が

け

ざ

や
か

に
表

れ

て

い
る

か

ら

、

左

に

そ

の
数

例

を

あ

げ

る
。

キ

リ

シ
ト

バ

ア
デ

レ

ガ

ラ

サ

ケ

レ
イ

ド

エ
ケ

レ

シ
ヤ

サ

カ
ラ

メ

ン
ト

こ
れ
ら
を
見
る
と
、

皆
そ
の
補
う
母
音
を
、
必
ず
隣
接

の
母
者
に
求

め
て
来
る
も
の
で
あ

っ
て
、
明
か
に
母
音
同
化
と
同

一
性

の
現
象
と

言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

五

以
上
注
意
す
べ
き
六
つ
の
条
目
に
つ
い
て
見
て
来
た
が
、
母
音
同

化
と
い
う
現
象
は
、
我
が
国
語
に
於
け
る
相
当
強

い
傾

向

で

あ

っ

て
、
た
し
か
に
国
語
音
韻
の

一
特
質
と
い

っ
て
よ
く
、

そ
う
し
て
そ

れ
は
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。

こ
の
小
稿
は
か
つ
て

(
昭
和
二
十
四
年
十

一
月

)
国
語
学
会
(福
岡
)

に
於
て
試
み
た
講
話
を
、

再
び
補
訂
し
て
筆
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

読
返
し
て
見
る
と
、
い
わ
ば
普
通
講
義
め

い
て
、
極

め
て

薄

味

の

も

の
で
あ
る
が
、
集
め
て
来
た
鶏
肋
は
、
老
い
の
身
に
捨
て
が
た
く

て
、
あ
え
て
活
字
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

昭
和
三
十

一
年
十
月
五
日
稿


